















































Relationships between Views on Moral Education and Authoritarian Conservatism


































































る教育学部生（幼稚園教育実習を経験している 3 ・ 4





























































とし、 6 件法（とてもよくあてはまる： 6 点、あては
まる： 5 点、ややあてはまる： 4 点、あまりあてはま






し、 5 件法（賛成： 5 点、少し賛成： 4 点、どちらで






たが、本研究では SD法でより一般的と思われる 7 段
階での評定を求めた。教示は「道徳教育について、あ
なたはどのようなイメージをもっていますか？」とし、
形容詞対（左側 - 右側）について 7件法（非常に左側：
7 点、かなり左側： 6 点、やや左側： 5 点、どちらと






















除し、最終的に固有値 1 以上の基準により 3 因子解を
採用した。越中・白石（2009）と一部異なる結果であっ
たため、第 1 因子を「消極・放任」因子、第 2 因子を
「介入・教示」因子、第 3 因子を「強制・注入」因子
と再命名した（表 1）。α係数は第 1 因子 .62、第 2 因


















行った（表 2）。その結果、「強い - 弱い」（F	（2，171）
＝	6.46，p ＜ .001）と「からっとした - しめっぽい」（F	
（2，171）＝	3.33，p ＜ .05）において群の主効果が有
表1　道徳指導観の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
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